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ザ虜療病歯々麻の発育に及ぼす2赫Dの抑制  オノリ＼－  

効果と葡萄糖應度並水素イオン濃度と①関係に裁て 
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繚 ゝ   

2，4・Dを含む種々の植物ホルモンの菌顆生育紅及ぼす影響紅潮も長咤は；鹿追多数威鞭告が惑痕きれて  

釆た．然して之等植物ホルモンが菌練の発育或は胞子の発芽紅彫響が 

が（6，－8），或濃度以上でほ抑制効果を有すると言う点紅於てほ多くの報告が一・致し吏居り 

1廟乳2碑ぞ？・＄3，写癖39卯） ，∵更終演寒が稀薄転なると促進効果が罷ら′れた報告も可成りある呼病躯7聯メ）、・・、  

然七植物示ル吏ジーの簡顆発育を廷薮ぽサ抑制効果と糖類渡度或ほ水粟イオゾ∴沸度と．砂防係檻就き論じ  

たも・めぬ憩い様に思ぎご∴梢′女乏把関聯したものとしては～Hさssayon（14）、一がしglueo畠eごam彿壷班の盛  

唐麗廃藩基では抑制効果堆見られるが，∴之等の乏しい場合は見られ㌧ないと害う骨を報告じ・で料るのみ  

早昏ある；撃者重く27）ほさきセト灯サヰ・ヴ炭疫病歯（似通励扁勧＝偏頗融机抽肱融）磯路の神長に対  

する2，4－】）の抑制効果が糖類を全然添加しなし、療養塵．土でほ全・ぐ見られい瞥を鞭許した；∴攣著等ほ  

此の点に非常に興味を感じたのであるが，高等植物に於てほ2，4－Dが糖類等と結合して移動すると  

言う Roh‡・baugh等（釘）の報告がある．従って菌類笹於ても薗紙の発育に対する抑制効果発現にほ一定  

恩の糖類を必夢とするのではないかと言う疑問を生じたので，本試験に漕手したものである．尚同試  

験を施行中，糖類の濃度の問題ほ結局培養液のpHに帰着するのでほないかと言う傾向が見られたの  

と，一方又高等植物に．対する2，4－Dの効果はpHが低い方が著しく，その原因としてpHが低いと  

不解離分子の濃度を増し，然して2，4■Dほ分子状で棍物体に吸収されると言う Kelly等（17），Mitch・ 

ell等（弼，Stenlidlが）の説もあるので，2，4・Dの薗始発育に及ぼす抑制効果とpHとの関係笹就き明ら  

かにしておく必翠を感じ，之に関する実験も併せ施行した．その結果オリーグ尿路病菌々新化対する  

2，4・・Dの抑制効果に．於てもp注が著しく関係を有すると言う事を明らかにし得たので御報告する次第   

である．   

尚本研究の・一滴βは文部省科学研究助成補助金の一・郡を以て行ったものである尊を附託し，その援助  

に対し感謝の意を表する．  

Ⅱ 実 験 方 法   

供試2，4・Dは市販の日産化学製品Na塩（1aq．）で，中西（呵の方法に・より本研究室で分析した結  

果によると，2，4・DNa塩としての純度は88・86％（永分6・56％，不純物6・55一％）であったので，本  

報告に示す2，4・Dの濃度は此の分析結果を基準としたNa塩の合致を以て表わした．培養基はぺプ  

トン加用合成培養液（ぺブナン鞄1硫酸アムモニア0．25g・，酸性燐酸加盟0・・2うg，硫酸マグネう／クム  

0い1g・，墟化鉄2％■溶液数滴，啓萄糖ほ・5g・，蒸溜水500cc）を基準として種々調合した．殺菌ほコツホ   
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で1時間宛2日間行い，3日目に・2，4・Dを加えて－ 

の被害果より分離したもので，搾種に腰しては該薗を予めぺプトン加用合成寒天増発基上に1週間培  

養したもので分生胞子懸濁液を作り，顕微鍍の1視野（倍率150倍）約50ケの分生胞子となる様調製  

し，，その1滴宛をピペットで注入し搾種源とした．培餐は．・200ccの3角フラスコに20cc宛の培養畢を注  

入して行い，所定期日後薗鰊を碓紙で濾過し，熱湯で数回洗渦後1050Cで1夜乾燥し，常緑の畳蚤を  

′一 

能申場合のみp斑メタL－・・を如、た．従づて本報告めp鱒は概容の奴偲を示すものである．尚精し′くは  

夫々申実験毎に述べる事とする．  

寵 オリーヴ炭疫病薗々耗の発育に及ぼす2，4†Dの  

抑制効果と葡萄糖濃度との関係   

筆者等′抑はさきに・オリ・・－ザ庚疫病薗を250Cで7日間培資した処，牒準区の菌叢直径平均50・和紙  

射し，2，4・Dの0．08％添加ぺプ†・ン加用合成寒天培養基上では12・3mmに抑制せられた串を報告  

←，又同時紅糖類を全然添申しない培奔液でほ全く町制効果が見られない革も述べた・従′つ 

Dの抑制効果発現に．ほ一・定鼠の糖類を培養液に加える事が必要なのではないかと害う疑問を生じたの  

で，葡萄糖濃度を前報告（釣より更に細く区別した場合，抑制効果に如何なる影響を有するか匿就き  

芙験を行った．  

昇1回実験 葡萄糖の濃度が夫々0，0・003，0・014，0・072，0・3白，0・72，1・0，1・8，寧・ 

％となる様なぺプトン加舟合成培養液を作製し，各区共0・08％となる磯2，4－Dを添加したものに本  

薗を接種し，6日間250Cの恒温器に納めて培薄し，その薗綿蚤塁を測定した・1区に・2ケ宛のプラ 

コを周い，英験は3回線返し・たが，其の結果ほ第1表に示す如くで，胡司共大体同様の傾向を示し笹  

8回の平均結果に就いて見るに，0・36％でも対標準区指数73・0で若干抑制効果が見られていやが，  

0．72％では43．3で標準区の半分以下に．抑えられ，1．0％以上の濃度では極めて抑制効果が大となって  

いゃ・0・072％以下の濃度では全く抑制効果が見られない・   

欝1表  ペグ†ン加用合成培養液中に於けるオリ」－ザ尿痕滑粛々辣の  

発育に．及ぼす0．08％2，4・・Dの抑制効果と葡萄糖濃度との関係  
夢2回宍験  

葡萄糖の選奨を  

0％よ、り15兇r迄0；  

0．01，0．05，0．1，  

0．25，0：5∴1．0，  

1．5，2．5；5．0∴  

1′0．0，15．0％．の12  

あ段階年分け．主事腐  

1由実験と向糠の  

方法七行ゎた．尚  

今回め実験では培  

養前后のpHを測  

定すると共陀， 

（単位mg）  

平  均 壬対 標 準 区  第1回；第∵2 匝l第 3 回  

CID】指数（D／LCxlOO）  C 事 D I C ‡ D I C I D  
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……：苦卜……∴3  

備考‥Cは標準無添加区を，Dは2，4・－－D添加区を表わす・以■F一客表共同株である 
ヽ  

費後め培養液中の残糖蚤をFehli町Lehman■・School法（J即で測定した。尚本増発濾敵中の糖測恵把於  

ては本法が適当である事ほ予備実験に於で認知したものである．其の結果は欝2表に示す如くである・   

菌蓋を肉眼的に観察するをこ，標準の2，4・D無添加区に於ては空中薗繰ほ0・01％以上の葡萄糖濃度  

で良好な発育を示し，q・きγ5・0％でほ畢褐色考量した・ほ％■竿は発育，空中薗辣の形堺共に劣？二て   
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第2琴、kプトン加用合成培養液中転於けるカサー・ヴ炭賠病菌々  

紙の発育に．及ぼす0．08％2，4・・1）の抑制効果と、葡萄糖濃度  

との関係（其ニ）  

来たがJ蓼透庄の  

関係であろう一と想  

像されるi2，ヰ・D  

添加区．では0．1・rヰ  

0．、5％の鹿渡では  

空中薗練の発生泳  

標準庭と大盤なか  

ったが；1．0％以上  

の濃度では全く見  

られなかつれ 又  

胞子は標準区では  

何れの濃度とも多  

少形成されたが，  

2，4・D区．でほ0．5  

％以上の濃度で 

消費葡萄締盟    （mg）  
増褒章如）H 卜替餐後p壬‡  

数′1。  

葡菊・糖  

漉寛、（％）  C 蔓 D  C I D  

15．9   

10ナー0  

5．0  

2．5   

1．5   

1。0  

0、5   

0．2盲  

O1．10  

0．05  

0．01  

O 

289′  

1（）5  

9．9  

1340  
840  
1000※  
500賽  
声pO※  
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100※   

50粟   
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117．  

106  
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60 

廟考‥、※を附したものは増賛中葡萄糖を消費しつくした事を示す。－は雑菌混入の  

ため測定不能でありたもの・  

全く形成されなかった．両区の菌練の発育と葡萄糠漬皮との関係紅就いて見るに，■標準区に麿ては滞  

2表に示す如く葡萄糖の増加と共に菌練重畳も亦増加し，5－10％でその最大値を示し，・亘・れ以上の濃  

度では減少め傾向妃ある・全般枇見れぼ葡萄糖濃度と発育との関係は各々平行的の舶細島も  

のと考えて大過ないもめと鱒われる・之に反して2，4－：D添加区ぬ於ては，葡萄糖の低濃度では葡萄療  

の濃度に比例して歯紙重恩も増加するが，0．5％に於七敢大偲を示し，1・0％以上でほ減少をしてい 

10鬼・，15％′の様な高濃度では再び増加しているが，此の様な高濃度ほ薗の培養にほ一般に不適当な鹿  

渡とされそ居り，郎極めて特異な場合である．従って2，4－Dほ葡萄糖濃度が大体1・0％以上の時始め  

て有害な物質として著しく作用するものであると考えられ，此の事は対標準区指数が1・0％以上の濃  

度で急激に減少し，＝％以下では殆んど100前后の数値を示してし、去事でも明らかに此あ関係を物  

語るものである．   

粛i，舜2由実験の結果より，0・08％2，4・Dの本薗々練転封する抑制効果ほぺプトン加用合成培  

養液笹於ては大体葡萄糖濃度0・7％以上より現われて来るが，1・0％以上の濃度匿於て著しく現われ  

るものと㌧て大過ないものと考えられる・   

次に．2，4・D 

於て報告せられている様に．（抑，2，4・Dが衛萄糖と結合して吸収されて行くのではないかとも■一応考え  

られ挙カミ，然しそれでは1・0％を境として抑制効果の有無が劉然と現われ去事の説明に苦しむ・即模  

垂区転於ては東2教に示す如く；葡萄糖の濃度の増加につれて菌鰊重畳も増加し；又葡萄糖の消費量  

も増加しているのであるから，若し2，4・Dが葡萄糟と結合されて吸収されるのであれば，葡萄糖の  

濃度の増加に従い2，4・Dの吸収最も増加し，それに比例して抑制効果が現われるのが妥当の様に考  

えられる声、らである．然して第2費で明らかな如く葡萄糖浪度乳0％以下の区でほ添加葡萄糖の凡て  

が消費されている．又欝2襲の結果よりすれば，本薗を250Cで6日間培養する時は充分な葡萄粋が与  

えられて居れば槙準区でほ大体1g／鮒ccの葡萄糖が消費されるものと考えられる・それより少騒の  

0．5gノ宰Occで鱒Ocで10日間増蕃を行ってその培養濾液の定性試験をネスラ」一試薬で行った処に  

ょればNHいが多監に検出されpHほ8．3であった．然して葡萄糖の豊富な時戎ほ．葡萄糖の尚残存  

する場合は此の現象が見られなかった．之等の結果を綜合して，帯萄糖不足の増発基でほぺプトンを  

土ネルギ⊥・源として代用し，異状代謝を行つているものと考えられる．2；4・D区で残粋が検出され   
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たのほ第2泰紅示す如く，1．0％以上の葡萄糖漉魔の場合であ？て，〈本実験の増発状件では少．くと∧も  

0．15g以上を要する．此の様に培養中に葡萄糖の消費しつくされた区と未だ残っている区．とでは代謝  

適確が異っているであろう事ほ当然考えられる事であって，寧．芙2，4・D添加区の培費彼のpモ王を  

見れば明らかな如く，残糖巌の輸出される1．0％以上の区では酸性，それ以下の沸魔の区でほ．アル  

カリ性となって居り，明らかに．両者間の歯の代謝過程の興る事を示している・然して2，4・pめ抑制  

効琴は残糖鼠が検出され，培養後のpモ‡が酸性である処の1・0％以上の葡萄糖洪度の区やみ・に著し  

く現われている‥   

以上の夷験結末より，葡萄糖濃度の抑御効果軋及ぼした原因としては，葡萄糠漬度により薗の代謝  

過程庭変化を来し，その結果として起ったpH？変化に基 

た．従ってpH と抑制効果との関係を明らかにする必要を感じ次の実験を待った．  

恥 オリーヴ炭好病菌鼻紙の発育に及ぼす2，4－・Dの  

抑制効果とPMとの関係   

2，4・Dの本歯発奮に如する抑制効果と水素イオン濃度との関係を明らかにする為，N乱OH及HCl  

で種々のpH：に．調節したペプトン加用合成培藩液を使用し，夫々設計を異に二する次め4回の実験を  

行った／然して濁2襲に示す如く培凄後の液がタルカリ性隼なった区では抑制鱒果が見られなかつ養  

ので，2，4・Dを添加した増発液をNaOHで調節する場合殺菌中に2，4・DとNaOHと．の化学反  

応が起らて抑制効果が消失するめではないかと言う革も考えられたので，之を確める為次の様な予廟  

琴験を行った・即予めN／10Na・OHと2・5％2，4・Dと・を10cc宛加えて1時間煮併し，後HClで中  

和してpH6．6とした液を計算量0・08％の濃度となる様た培養液に加えて，230－270Cの室温で  

6日間培養し，本菌の生育に．及ぼす抑制効果を培養フラスコ4ケに儲き調べて見た．眞の結果は東3  

表め示す如ぐで，此の様に・処理した2，4・Dも著しく抑制効果を示し，2，4－DがNaOHとの煮滴  

に．より抑制効果を消失する、ものでない事を碇め得た．  

第3表  2，4・・DをNaOHで1時間煮沸した場  
合2，4・Dの抑制効果に．及ぼす影響  

第1甲実験 第2衷の碍果よ  

り消費畳以上の濃度である事が判  

明して∨、る2・5．％葡萄糖を加えた  

ぺプトシ加用増発液を殺菌後の  

pHが3・0，3．8，5．1，6．0，7．i，  

8．0，9．0となる棟予め調節した後  

・二トト 
ニi  

皿 卜平 庖  I l I  

榎．準  区 2，ノ4・】－D添加区  
294．9  

20．4  

備考：表中の数字は薗練重を表わす（単位mg）・・  

0・08％となる様2，4・Dを添加し，230－270Cの室内で6日間培養した・1革に4ケのフラスコを使  

用したがその結果は第4表に示す如ぐである、．増発前のpH6．0以上のものほ培養後7．8又は7．9にこ  

なつでおり，pH3・8のものと3・2のものは伸長が懸かった為かpHは殆んど変化していない．pH  

を5．1に予めしておいたものほ．標準区．でほ6・6と硝上昇し・たが，2，4・D漆加区のpHは全く変化し  

ていない．然し抑制効果の著しく現われたのは培養前のpHが5．1以下の場合であって，此の事は欝  

2衷の抑制効果の現われた衛萄塘減産1・0％■以上の区が凡てpHが5．1以下であった事実とよく合致  

するものである．然して此の関係がpHの歯綿発育に及ぼした直接の影響によるものでない．事ほ第  

4表標準区に於てpH5．1－9．0に．於ける菌繰重が殆んど羞がない事でも容易に推尭出来るが，更に  

詳細に．本歯々鯨の発育とpHとの関係に・就き調査した．結果（第8衷）本薗は大体p王子4．0－8．0で  

菌辣の発育に殆んど羞がない挙が明らか忙・されているので，本実験結果はpIiが直接本薗々練の発  

育忙影響した為でない事は明らかである．   

夢2回実験  前回迄の真顔に於て0・08％2，4－Dの薗練伸長に・及ぼす抑制効果を決定する限界  

pⅡ推2．5％葡萄糖添加ペプトン加用合成培養液では5．0とJ6．0との中間にあるものと考えられ   
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欝4表一2．5鬼葡萄糖を含むペプトン加用合成増資液中に於けるオクー・・グ揆症病菌々練の  

（単位mg）  発育に．及ぼす0．08％r2，4－Dの抑制効果とpHとの関係  

ユ1ぅー‥∴－・－・て‥＝： 
＿＿＿」  

平均菌糸虞闇嬰慧き増琴後pH  阪   ～   朋  

言‾l叢苧冤。   
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備考仁一は実施しなかったもの、  

た．然しで又2，4・Dの抑制野菜紅及ぼす葡萄輝鮮度曙関する試験紅於で，抑制効果の著しく現われる  

に．は葡萄糖濃度1・0％以上を要し，その原因としては葡萄糖濃度が葡萄糖と結合した2，4・Dの菌体内  

えの吸収に瀾係し．．■竿いる√のでほな／く∴，1・0％以上の葡萄糠漬衆でほ増発後のpHが5・1以下担保たれ  

る草鞋よ・る姉た畢澤既述¢如ぐである。若し此の康な考えが正しいとするならば抑制効果の全く現  

牢極季ゝら長藤滴鮎葡癖浪琴でも、，PHを5・0前后繍ち得れば抑制効果が出る筈である・準  
年率を確める、為に索1，贋2衣で明らかな如く抑制効果の全く現われず，然も菌が戎程度生育する濃  

度として葡萄糖0・3夢魔加ぺプトン加用合成培養液を選び，之をpH5・5卜5・8，6・1，r6・5，6・領こ調  

節したものに増癒して抑制効果を関べてみ牢・然して前回迄の英験牲於てほ培養中pHが相当変動し  

た為，その変動を減少せしめる意味でbuff占Ⅰ・として鼠H2？04，Na2HPO4を加えた．培費は270（：  

で6日間行い，1区鱒フラスコ4ケを供試した．その英数結果ほ第5衷の如くである．即此の場合に  

於ても全区のpHの変動を防止・する宙特出釆ず，確濱な断定ほ下し得ないが，培餐前5■8以上のも  

のは培養後何れもpH∴増大の傾向を示し，抑制効果も全く見られなかったのに対し，p王王5．5のもの  

笹．於て抑制効果が見られ，・ 

た．然して： 

もノのでない事ほ前に・指摘した如くである■ 斯くの如く0・3％の葡萄糠漬既に・於てもpHを5・ 

に維持し得れば著しく都制効果が現われると云う敵失は葡萄繚が直接抑制効果の有無を左右するも  

のでないと云う上述の考え．を支持するものであi），且以上の諸炎験より0・08％1の濃衆の2，4・D声ミ  

抑制効果を現わすに必要な有効、pHほ大体5・5附近に・あるものと考えてよい棟である．   

欝5変 0．3％葡萄糖を含むぺプトン加用合成培養液中に於けるオリーブ庚疫病蘭夕練の  

発育に及ぼす0．08％2，4・Dの抑制効果とpH との関係  

． l1－1＼∵－て‾  事    項  
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【
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7
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（
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7
 

1
 
1
 
 

1
 
 

Na錘PO4  添加塗装  

備考：済は200cc当に加えたMol／2液をceで表わしたもの 

第ち国賓鹸  前回の実験で0・08％2，4・Dが抑制効果を示す為には5・5以下のpHに．保たれる  

寧が必要である事を明らかにした・そこで増秦を始めてより何日間5し5以下にpHが保たれゝば抑  

制効果が現われるものであるかと云う事を明らか紅する為監本．実験を行った．即2．5％葡萄糖加用ぺ  

プトン療養液に0．08ぉとなる様2，4－Dを漆加したものに本菌を接種し七230cに保ち，培蕃1日後，  

2日後，3日後J4日後に′pHを7．4乃至8．0紅改変し，培蓉6日後に於ける抑制効尭を検した．1区紅   
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鮮さ礎敷2′骨（1958）t‘  1陥  

就きオラスコ塵ケ宛を供試レたが，、その祐乗は第6費の示す如ぐであるノ．∴弟6表で明らかな好くi㈲  

制効果の覚おれてこい恵ものは増発4自後たpHを7．4にこ改変したものと全く．pHを改変しなかつこた痙  

のみであらた．培蕃3日後に改変したものは4日間pH5．1に．保たれていたに係らず抑制効果①見ち  

れ庵かごろ庭番夷よF）して，0．08％2，4・Dが抑制効果を示す為には増発開始より少くともL4月間以止  

p吏‡が5．鋸以下碇保たれる挙が必要なものと思われる．戯して増発1日後に■p注を改変した区や，3  

日後把改変した2，4・p区常では改変した翌日でほ殆んどpHが変化して居らず，殊に．4日後改変の  

標準区ぜほ貴店迄改変に．よ・るpHの変化が見られなかったがそ・の理由ほ明らかでない．  

常6・安∵－∴ォリ、⊥ヴ庚痕病菌培蕃中pHを改変した瘍合の抑制効果と改変時期との関係  

、、 

墳  

区 別   ＼  

培  番  中  の  pti  l6日彼の】対標準区  

∴∴ ニ∴．．．∴‥一丁－．・」∴∴∴：、：i川．．  ユ日べ後卜2日彼  

培養1日後 p昆 を8 
い0に，・改変  

6い41305．4  
6け6l303。0  

100．．0  

99.. 2 

培琴2日後 pH  
を、8－0に．改変  

培欝4日後 pH  
を7・乍√喀・ノ執変  

PH甲改変を行 わか¢  

な腐たも  

備考卜・・ほ測定を行わなかったもの．   

霹碩寮験 前述¢如く本歯の発育に対する0・08％Z，4・Dの抑制効用や′沌5．5以下に於で著  

しく，ノ感して漉の事ほ踵が直按菌締の発育に及ぼした彩響に．よるものでない挙を明らかにし軋  

ではpHが何故抑制効果を左右するのかと・言う問題が当然起？て来る・高等植物に脛でしも椅物卒ルモ  

ンの作用喀酸性側で著㌧い事カミ以前皐り鱒られて居り（1，岬），然して2，4・Pの場合はその原因と五て  

）・、 pHが磨いとく寧ヰb．の不解離分子め濃度を増し，息2，4・1）は分子状であみ植物柳と吸収さ姐るか  

らであると．奮う東があるがり7，2膵），若し歯掛こ於ても此の棟忙pHの2，4叫D抑制効果に．及ぼす原因  

が三ノ．箪，4・やの解離軋及ほす影響にあるとするならば，÷pHによって2，木Dの不解離分子の崖が異る  

堪ノ土抑制効果を凍桓ナ濃度並抑制効果の程度がp羊‡に諌：つで変化して来るであろう∵執ま重森予恕芋れ  

去イとと左ゼある．筆者等は此の点を確める為に∴2．0，1．0，0．5，0．08，0．02，0。0牌％の2，4」D，添  

加ぺプfン縛褒嫁をpH4・5，6・痙，7．7（培養前）の3段階に分けて由利効果と？瀾係を調べて見輯  

そ・の男験結果咋渾7褒の如ぐであり，L筆者等の予想と大体一徹した碍果になつ・：こいる．即筆者鮮7）止  

さきに本菌の∴rO．32％2，4・－D添加ぺプトン加用合成寒天増贅基上の色白oc，300とノに於ける菌梁塵旛  

の標準無添加区■忙対す右指数ほbH5．トに於て夫々12． 

たが，第7表に見られる如く，pH7．7淀於てはノ0．5％の洪皮でも極く僅ふ如刺せられてい盗の友セ，  

10％の濃度でも対標準区指数66．3で，．．2．0％の浪贋班於て始めて著しく抑制効果が現われ指数14・9  

となる．又1．0％の濃度でもpH7．7の時は指数66．3であるが，増発前pH6・5の時は著しく抑制され  

七いる∴又0．005％ではpH5こ1の時ほ250，300Cた於ける対榛車区指数ほ夫々ウ6．d；ぬ・2やある  

事を明らかにレたが（27），節サ衷灯見る如くpH4．5では全く伸長していない．然して本歯ほp王王4．．0  

－8．0の間では殆んど菌練の伸長に差がない事は第8表で判明しているから，之■等の1結果が、■pHが償  

搾宙繚の伸長に及ぼした影響でない事は明らかである．本実験ほ270cで行われたも由であり′，前述  

ゐ実験く字7ノは250，・300Cの実験であるから，収め両者な比較するのは不適当であると奮うそしりを免   
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れないが，・前菜験′幻）に於て250′と1釦？・Cと⊂の指数が殆んど同値である尊から翠7？C‘に於でも一之撃と翠  

差甲ない数字と考えて大過ないものと思われ，従って此の場合は此の両者の成繚を比較検討レごて、も凍  

過ないものと信ずる．   

2，4．Dが抑制効果を示す為には2，．4・Dが蘭体内に吸収される寮が必要であり，且抑制効果は吸収  

される鼠に左右される事も容易に．想像きれ得る，特に高等植物に於てほ数時間に・してrノ2，4・D∴が植扮  

終内に吸収される挙が判明している敵・町望），菌類に・於ても2，4－Dの抑制効果と菌体内えq吸取孝が  

密接な関聯を有し1ているものと考えられよう・然してその場合pHが2，4・Dの解離に影響bil二・、終む  

不解離分子のみが吸収せられると云う鋭（l7†2＄，肇）を正しいものとするならば，本夷験の如く2，4や甲抑  

制効果を示す2，4・Dの浪産並に潮倒の程度がpHに・左右される串もよく説明し得るものと考える・   

常て衰 2．5％葡萄糖添加ぺプトン加用合成培養液中濫於けるオ、カ－グ炭症病菌々鯨の発  

育に対し抑制効果を示す2，4・D適度とpHとの関係  

二   ＿モー∴ ‾∴二ごこ 
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備考：落第5発と同じ，一はHClを添加したもの 

第8表  ぺプトン加用合成培養液中に於けるオジーグ尿症病菌々鰊の発簡とpHとの関係  

（300c，増資7日間）  

欝．軍 国  第 3  
紋牒！増1   琴薗筋 pH′  第 ！回r        ．            後後 pfIpH   
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Ⅴ 考  察  

2，4－Dの本薗々碑庭．対する抑制効果は葡萄糖濃度が大体0．、07％以上で現われ，1．0％以上の場合に於  

て著しい事を本報告で明らか忙した．Hessayoh（14）がタおαグ査卿柁叩舛如服朋Va・t・・C〟ゐβ1，ざgの雀常に  

対する．3－indoleacetic acidと 3－Iindoleacetonitrileの抑制効果がglucose・Ianl罠10nium の豊富なj各  

費基では見られたが，之等の乏しい培養基でほ．高波産でも都側効果が見られなかった事を述べている  

のが梢々此の問題匿関連した菌類笹就いての唯一・の報告であろう・高等植物昏こ於てほ且鴎沌加g声等   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



第5巻賂2尊くi95a） 171  

（票？癖閲垂草野琴孝糖癌を含鞍2！摘液笹屑演サると灘樗唇琴の速匿が早くなり十・そり勝因牟レ，ヤち  

4やが椅琴阜棒金←．て植物恥ざ 

鱒顆享年、鱒鱒特別の結食はな小キtィている。本報告の貌泰時風雪ミ▲も照準糖の濃度が‡、2，4p二の抑制勢  

果に・影響した原因享し．て，・二2，卑pが野琴鱒阜軍合しこて図体内、隼ま査？孝1行くの叩な∨・料痔■う事も  

一応考えられたのであるが，次の8点より之を明らか町許露出釆よう・・即若し・そうであれば第1，欝  

2表に明らかな如く，本薗歯練ほ葡萄療の濃度に此例し、で歯線重層並消静葡萄糖が増加しているから  

鈷射針の都制効襲も葡萄糖¢濃淀に応じで大となる償∵である汎・畢英ほ1∴0％を墳として画然として  

抑制効果の有如咽られるのが筍1の点である・次把儲4；。聯表で堺らか鬼如く．0′．08几％翠，4二・b甲抑  

制効果の発現にほ．pHが‘5・与以下である挙が必要であ拳が，∵葡萄糖…餐、以上の区でほ培養彼のL画Ⅰ  

が5．薄’以下であるの笹対し，それ以下中濃魔の区‡で裸プルカり性で，、／即準静糖輝度が歯の代灘作間に 

変化を及ぼしてp乳を変動せしめ，そりpt王む、変動力澗按約準抑制効果掛野撃を争えたもゃ七考えや 

れるのが筍2・り点てごある・欝3隼弟1，第斉家で全く抑制効果申現われな埼さ、つ尭0・8年の帝萄糖濃度駄  

でも，pHを5・5に・保てば明らかに抑制効果が現われる挙が勢5愛で明示せられている事である・即本  

報告は2，4・Dが糖類と縫合して転流すると■食う笹0軒桓噂1ユ欝く‥ゝりの乱と喀相反し，、、、之を香発しこた  

W煎n－移ub等（勘皐見解を同じくす」るもので卑る・革e轡聞畔牌g1惧岬e・am卿0車鱒一の盈膚な軽費 

基に於てほ抑制効果が見られ，それの乏しい場合は殆んど都制野菜や㍉見られなかったの晶，準襲源やミ  

直接抑制効果に影響を及ぼしたのでほなく，両者の軍令中歯の代鱒作用に儀化串確り；い培養中の岬  

が変つ尭事に・よ草間線的の彩響が主原因でほなか各うか≒想像ぎ叛み 

尚本報告に於ては更に2，4・Dの抑制効果と・こp鱒とこの周に豚寧験な関係がある事な明年やゝ隼レたが，  

菌輝の生育紅対する抑制効果とpモ王との関係を準じ年もの終末だない様である・然し高等砥物に・於て  

は2，4．Dを含む値物ホルモンがpH：により作尉が興ら、，央体pHが低い場合作用が著しい挙が明ら  

か托されている⊥ 例えばMarmer（坤／はindoleac畠ticオcia：の小麦苗に対する作用は基質のpHが4．6  

の時ほ7．5の場合よりも遥かに著しい事を報じ，B蝕もe‡山）ほ∴Aやぬaのeoleoptileを用いて，ヌ 

Alba血等（l）ほ∴Ⅳ甜〆ねを府いて植物ホルモンめ作用か姦好めまpHと．直接密接な関係を宿する領  

＼T 狙繚隠している．癒して2，4・bゐ場合はそ’め原因ノとして踵が低いと・2，4－かの不解離分子¢渡  

皮が増し，然も2，中Dほ分子状で鱒物体に・吸収される 襲転  

2，去二古豪撒布し姦離・ぬ．その吸政が非常に早く奴嘩断頭収阜れる夢が知られて屠り（○ヱ，lい∴ 

等（1勒字？4－・P甲輝草弾判り贋物ホルモY茸蝮り雛恥卦矩輝即拉■て組準え甲廼入力カ鵜に・琴  

い点な挙げているのである・Rice＄と）ほ隠元豆を用いて束に残つた2，4－Dの残盈を定敬する寧隼より， 

ヌこ．Wein血ub等ま41ほ膚接扱曝された植物中から2，4T・D∴を抽出する方法により植物体内払吸収せ．ら  

れた2，4一口を定間的に儲明しているが，2，4－Dが植物体佐吸収透れる最が微敬な為に之を盈的に．定  

鼓する撃ば従来非常に困難祝され■’ていた∴然し駿近1思慮io乱Ct緑eの元素を含んだ植物ホルモツを使  

用して吸刃丸移動が確証せられるに至り（叛ニ1）特に二（Gallup等（11）ほこ、之の方法で単子薬植物は双子柴橋  

吻はりも2，4・Dの吸収がおそい車を実証し，此の面より紋単作用わ選班性を説明せんと試みてい為．  

着レ 

の解離に影響を及ぼし，不解離分子甲みゃ言値物体忙吸塀さネ七草与し年前述申請報告・1フ〉2；，3）は・一・応納得′  

が布く様に考えられる・0veT・beek等（32ノも之の説を支持し，感物ホルモンの作用な比較する為に．は不  

解離分・子を基礎とした決定で比較すべきで；之れを基礎と万で比較すれば2；4・Dほ他の植物ホルヰ  

ソより遥に作用が著しい寧を述べている・Overbeek（31・ほ．photOtrOpismの級構の鋭明に，光があたった  

処ゐ細胞膜内の酸荘が酎－のセほないかと云う寧を暗示してい 

？ぬ場所の植物ホノレモンの作用が高率られる革も当然考えら叫，p坤tpt叩ismの轡構鱒明年凝めて   
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顔味ある一一解釈を与えるもあと富えよう．本報誉把於ても本薗め菌辣発育紅及ぼす抑制効果が酸性側  

疫於で著しあ、りた畢並庭抑制勃発を示す2，4・D顔魔の範囲がp王‡により著しく変って行く事を明  

らかにしたが，芝等の鰭果ほと述めpモ王が2，4・・Dの解離に影響し不解離分子のみが吸収きれると旨う  

説が菌類の場雀紅も適用上得右迩七総ないかと言う肇を証している様に考えられる．  

閻 摘  要   

（1）身リーダ炭塵病菌や認彪毎如両あ妨0肋・αグ％鯛A乙MEIDA）菌練の発育に及ぼす2，4・・Dの抑制  

効果と葡萄糖湛度並pHとの関係に就き実験した．  

（句、2，断わ′の0．08％添加砕プトシ加用合成培養液に於ける本菌々紙の生育ほ大体葡萄粋が0・7％  

以上含まれている場合のみ抑制効果が現われ，王・0％以上の濃度に於て著しい・然して1・0％以上の葡  

密酵濃度でば培養彼の培養液が酸性となる紅対し，それ以下の衛萄糖濃度でほアルカリ性にして，此  

め′pHめ相異が抑制効果に影響し殆のであって，葡萄糖濃度が直授抑制効果を左右したものではな  

＼、．   

ゆて立，41ぉの√0．08％添加ぺプトン加符合成培褒液に於ける抑制効果とpHとほ密按な関係にあり，  

p壬壬細5、．5以、下に於て－抑制効果が現われる．然し■亡此の場合抑制効果発現には培養開始より4日間以  

上p】茸が5．5以下に保たれる車が必賓である・  

！僅）＼2，4・Dが抑制効果を示す濃度の範囲並抑命打効果の程度はpHが低い渾大である．  

（均 2，4Dの抑制効果にpH、、が大いに関係するのほpHが低い程2，4・Dの不解離分子が増し，  

然して不解離分子のみが菌体内へ吸収される為であろう・  
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